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（益 田 支 店）
（高 津 支 店）
（中吉田出張所）
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右
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田
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澤
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兼
　
右
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仁
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澄
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中
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智
彦

金
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課

支　伊藤　達男

次　右田　裕之

濱
田
　
三
郎

岩
本
　
恵
里

課
　
吉
部
　
大
祐

有
原
田
　
利
治

大
賀
　
美
里

藤
永
　
康
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有

山
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信
恵
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澄
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有

有
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森
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大
史

鳥
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正
博
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課

大
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俊
司

牧
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高
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弘
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共
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経
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課

石
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Ｌ
Ａ

渉
外
推
進
課

Ｌ
Ａ

有

寺
戸
　
　
聡

又
賀
　
辰
己

金
津
　
玲
奈

有
宮
野
　
次
人

森
野
　
蒼
大

尾
﨑
　
勝
則

行
平
　
愛
子

上
田
　
智
也

島
田
　
容
枝

統括部長

山
根
　
幸
一

青
木
　
優
佳

付

地区本部長
田村　清己

能
地
　
美
香

有

原
田
　
智
之

有

有

岩
本
　
朋
美

有
岡
本
　
忠
明

村
上
　
悟
志

和
田
　
進
午

部　椋木　鉄也

経
済
課

営農経済部

有

副
有

有

西
部
畜
産
課

渡
邉
　
五
臣

檜
谷
　
鞠
奈

有

兼　椋木　鉄也
企画総務部

次 　石川　佳子

経
営
管
理
課

課
　
藤
井
　
孝
彦

有 メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー

　
石
田
　
豊
樹

部　大崎　弘康

有
宮
内
　
祐
江

大
庭
由
紀
子

木
村
　
浩
司

伊
藤
　
秀
充

豊
田
美
寿
々

福
原
恵
美
子

有

大
井
 
将
貴

品
川
　
達
彦

有

有 有
三
浦
香
代
子

佐
山
　
卓
司

齋
藤
　
俊
久

兼
　
伊
藤
　
達
男

兼
　
水
津
　
誠
司

益田中央支店

田
中
　
秀
昌

齋
藤
　
一
貴

兼
　
村
上
　
孝
次

次　村上　孝次次　水津　誠司

指
導
販
売
課

大
谷
　
康
詞

木
村
恵
理
子

西
田
　
博
明

桐
田
三
奈
子

補

支　滝元　英二

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

川
本
　
　
泉

浜
崎
　
　
友

有
中
島
佐
奈
美

　
兼
　
中
川
　
智
彦

村
上
　
幸
恵

中
村
　
勇
太

竹
長
　
　
隆

笹
川
　
一
樹

中
村
　
幸
大

岩
﨑
　
悦
子

課
　
豊
田
　
健
二

西いわみ統括支店

セ
　
中
谷
　
賢
太

長
島
　
昭
夫

日
高
　
規
行

佐
田
賢
太
郎

石
川
　
詩
織

営
業

営
業

有
坂
﨑
　
弘
樹

Ｊ
Ａ
全
農
島
根
農
機
サ
ポ
ー
ト

有代理

佐
々
木
恵
理

石
橋
　
正
太

下
瀬
　
将
司

有有

出
向

総
務
ふ
れ
あ
い
課

兼
　
石
川
　
佳
子

株
西
い
わ
み
営
業
所

出
向

出
向

出
向

出
向

出
向

出
向

出
向

寺
井
宇
喜
地

谷
本
　
直
也

青
木
　
　
力

村
上
　
侑
紀

所長

岡
山
　
賢
二

下
森
　
龍
二

城
市
　
浩
史

丸
﨑
　
文
悟

池
野
　
秀
樹

出
向

有 有有

有

田
中
　
裕
司

有
釜
野
　
文
江

有
熊
谷
　
健
二

辻
野
　
捺
看

（
兼
益
田
中
央
支
店
投
信
窓
販
担
当
）

ー ー ー
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（柿 木 支 店） ）店 支 都 美（  （匹見支店）
（中西支店）
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兼
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Ａ
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地区本部長
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所
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萌
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パ

山
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里
子

男　性 女　性 合　　計
正　職　員 84 46 130
(内管理職） （41） （10） （52）
(本店職員） （6） （5） （11）
(いわみ中央） （1） （0） （1）
有期雇用職員 21 45 66
(内管理職） （2） （0） （2）
パート職員 0 2 2
合　　計 105 93 198
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部　－部長
支　－支店長
次　－次長
所　－所長
兼　－兼務
セ　－センター長
課　－課長
補　－課長補佐
代理－所長代理
有　－有期雇用
パ　－パート
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「
つ
な
が
ろ
う
」「
ま
も
ろ
う
」「
か
か
わ
ろ
う
」　

・
・
・　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
女
性
部

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
女
性
部
（
元
岡
タ
ツ
子
部
長
）

は
５
月
11
日
、
益
田
市
遠
田
町
の
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
ジ
ャ

ス
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
９
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。開

会
に
あ
た
り
元
岡
部
長
は
「
令
和
５
年
度
は
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
生
活
研
修
と
、
少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
活
動
に
戻
す
こ
と
が
出
来
た
。
ハ
ム
づ
く
り
も
好

評
で
定
期
的
な
利
用
を
計
画
す
る
支
部
も
あ
り
年
間
で
延

べ
50
回
の
利
用
が
あ
る
な
ど
、
引
き
続
き
安
全
安
心
な
手

作
り
ハ
ム
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
き
た
い
。
今

後
も
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
地
域
に
即
し
た
活
動

を
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
西
い
わ
み
地
区
本
部
田
村
清

己
本
部
長
は
「
女
性
部
の
皆
さ
ん
は
生
活
研
修
に
お
け
る

健
康
教
室
や
米
一
握
り
運
動
、

お
も
て
な
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
一

番
大
事
な
こ
と
を
実
践
さ
れ
、

色
々
な
面
か
ら
Ｊ
Ａ
の
応
援
団

と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

た
い
。
今
年
の
夏
も
酷
暑
と
な

る
予
想
、
熱
中
症
等
十
分
気
を

付
け
て
い
た
だ
き
更
な
る
ご
活

躍
を
期
待
す
る
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　美都支部佐々木孝子支部長が「こど
もたちの笑顔が力」と題して体験発表
を行ない、家の光記事を活用したミニ
デーサービスやふれあい活動、食育な
ど地域に溶け込んだ取り組みの重要性
が紹介されました。

　参加者が４グループに分かれ、風水
害発生時の避難行動をシミュレーショ
ンするゲーム「風水害２４」を行ない
ました。大規模風水害の接近から直撃・
通過までをリアルに体験することで、
災害発生時に適切な判断と行動がとれ
るよう必要な知識を学びました。自身
の安全確保に合わせ可能な限りの相互
救助の必要性、「無関心でいることは
できる」しかし「無関係でいることは
できない」ことに気づかされました。

　シミュレーションゲーム
後の昼食を挟んで、豊田由
美子さん（安田支部）、水
津聡子さん（日原支部）の
議事進行で議案審議を行な
い、全ての議案を全会一致
で可決承認しました。

まもろう☘
つながろう

☘

かかわろう
☘
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恒
例
つ
わ
の
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
田
植
え

西
い
わ
み
女
性
部
美
都
支
部
が
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
女
性
部
美
都
支
部
（
佐
々
木
孝
子

支
部
長
）
は
５
月
14
日
、
美
都
町
東
仙
道
公
民
館
で
令
和
５

年
度
の
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
佐
々
木
支
部
長
は
「
コ
ロ
ナ
感
染
症
も

あ
り
先
延
ば
し
し
な
が
ら
の
活
動
で
例
年
に
比
べ
る
と
少
な

い
感
は
あ
る
が
、
支
部
の
活
動
の
み
な
ら
ず
本
部
行
事
へ
の

協
力
も
い
た
だ
き
楽
し
く
１
年
の
活
動
が
で
き
た
と
思
う
。

ニ
ュ
ー
ス
の
報
道
等
心
痛
む
内
容
の
も
の
も
あ
る
が
、
大
地
に
足
を
つ
け
て
、

み
ん
な
の
笑
顔
が
沢
山
見
ら
れ
る
よ
う
な
楽
し
い
活
動
に
協
力
し
て
い
き
た

い
。
令
和
６
年
度
の
活
動
が
よ
り
活
発
な
も
の
と
な
る
様
、
貴
重
な
ご
意
見
を

お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
益
田
東
支
店
の
大
庭
伸
次
支
店
長
は
、
昨
年
の
支
店
再

編
か
ら
現
在
の
美
都
事
業
所
に
お
け
る
職
員
体
制
に
つ
い
て
触
れ
た
後
、「
女
性

部
の
活
動
は
地
域
の
活
性
化
に
直
結
す
る
も
の
。
本
日
提
案
さ
れ
る
令
和
６
年

度
計
画
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
元
気
で
ご
活
躍
い
た
だ
き
た
い
。
Ｊ
Ａ
も

一
緒
に
な
っ
て
地
域
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

佐
々
木
支
部
長
の
進
行
で
議
案
審
議
に
入
り
、
令
和
５

年
度
の
活
動
・
収
支
決
算
の
報
告
、
令
和
６
年
度
の
活
動

計
画
・
収
支
予
算
案
、
全
て
の
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
質
疑
・
要
望
も
前
向
き
な
提
案
や
意
見
で
、
次
年

度
の
活
動
の
方
向
性
等
、
出
席
者
全
員
が
意
識
統
一
を
図

る
充
実
し
た
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
出
席
者
全
員
で
集
合
写
真
に
納
ま
り
、
相

続
に
関
す
る
研
修
会
、
体
験
発
表
等
を
行
っ
た
後
昼
食
を
摂

り
全
日
程
が
終
了
し
ま
し
た
。
支
部
の
会
員
総
数
50
人
、
歴

史
あ
る
美
都
支
部
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

津
和
野
町
農
業
青

年
ク
ラ
ブ
（
齋
藤
優

作
会
長
）
は
５
月
13

日
、
津
和
野
町
内
の

保
育
園
児
を
招
い
て

田
植
え
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
日
は
町
内
の

４
保
育
園
の
園
児
27

人
と
保
護
者
や
保
育
士
、
関
係
機
関
の
職
員
も
参
加

し
、
津
和
野
町
田
二
穂
の
農
事
組
合
法
人
な
か
ば
ら

（
米
原
孝
男
代
表
）
の
水
田
11
ア
ー
ル
に
ヤ
シ
ロ
モ

チ
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

は
じ
め
に
齋
藤
会
長
か
ら
「
田
植
え
か
ら
秋
の
稲

刈
り
・
餅
つ
き
ま
で
の
年
間
計
画
」
に
つ
い
て
の
紹

介
と
、
島
根
県
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
益
田

事
務
所
の
職
員
が
田
植
え
の
手
順
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
か
ら
苗
を
手
渡
さ
れ
た
園
児
た
ち
は

次
々
に
田
ん
ぼ
に
入
り
、
一
列
に
並
ん
で
楽
し
そ
う

に
田
植
え
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
園
児
た
ち

は
齋
藤
会
長
が
運
転
す
る
乗
用
田
植
え
機
に
乗
っ

て
、
機
械
に
よ
る
田
植
え
の
速
さ
も
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
て
い
る
こ
の
取
組
み
は
、
自
然
の
中
で
土
に
触
れ
、
米
づ
く
り

の
一
端
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
農
業
や
農
産
物
へ
の
関
心
を
持
ち
、
自
然
環
境

の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
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津
和
野
町
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
餅
つ
き
即
売

五
穀
豊
穣
を
祈
る
御
田
植
祭

地
元
関
係
者
や
津
和
野
町
・
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
30
人
が
参
加
し

５
月
５
日
、
津
和
野
太
皷
谷
稲
成
神
社
主
催
の
「
神
田
禮
祭
」

が
、
同
町
名
賀
の
農
事
組
合
法
人
な
よ
し
（
木
村
大
輔
代
表
理

事
）
が
管
理
す
る
田
ん
ぼ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

早
乙
女
姿
と
白
張
を
纏
っ
た
津
和
野
高
校
の
生
徒
も
参
加
、

神
事
、
巫
女
舞
の
奉
納
に
続
き
、
12
ア
ー
ル
の
田
ん
ぼ
の
一
部

に
一
列
に
並
ん
で
苗
を
植
え
、
五
穀
豊
穣
を
祈
り
ま
し
た
。

津
和
野
町
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
（
齋
藤
優
作
会

長
）
は
５
月
15
日
、
津
和
野
太
皷
谷
稲
成
神
社

春
季
大
祭
に
合
わ
せ
て
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
津
和
野

支
店
前
で
餅
つ
き
の
実
演
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

60
キ
ロ
の
地
元
津
和
野
町
産
の
モ
チ
米
を
使

用
し
、
青
年
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
代
わ
る
代
わ
る

つ
き
上
げ
た
餅
を
、
待
ち
構
え
た
女
性
部
と
の

連
携
で
素
早
く
餡
子
餅
や
草
餅
な
ど
に
仕
上
げ

て
い
き
ま
し
た
。

快
晴
の
春
祭
り
で
殿
町
通
り
は
コ
ロ
ナ
禍
以

前
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
よ
う
に
露
店
も
軒
を

並
べ
、
高
岡
通
り
の
参
拝
者
や
観
光
客
は
支
店

前
で
杵
を
振
る
餅
つ
き
の
様
子
に
足
を
止
め
て

い
ま
し
た
。

秋
に
は
「
抜ぬ

い

穂ぼ

祭
」
を
行
い
、
刈
り
取
っ
た
米
を
神
社
に
奉

納
す
る
予
定
で
す
。

　当日他の行事も重なり、少人数となった青年ク
ラブのメンバーは、休む暇なく蒸し上がるモチ米
と汗だくで格闘しました。

　興味深く見ていた海外のご夫婦でしたが、
満を持してご主人が登場、杵を握りました。

　この日を楽しみに毎回大量に購入される
ファンもあり、350パック（餡子５個入、
平餅６個入）の餅は全て完売しました。
（次回は11月の秋季大祭）
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益
田
東
部
農
地
開
発
営
農
組
合
通
常
総
会
の
開
催

大
規
模
水
田
で
地
元
小
学
生
が
田
植
え
体
験

農
事
組
合
法
人
お
く
が
の
村
の
糸
賀
盛
人
代
表
は
５
月
２
日
、
日
頃
か
ら
交
流
の
あ
る

津
和
野
町
立
木
部
小
学
校
の
児
童
20
人
を
、
圃
場
整
備
が
完
成
し
た
ば
か
り
の
同
町
元
郷

地
区
に
あ
る
大
型
圃
場
に
招
き
、乗
用
田
植
え
機
に
よ
る
田
植
え
体
験
を
行
な
い
ま
し
た
。

作
業
性
重
視
の
幅
広
畦
畔
に
囲
ま
れ
た
面
積
１
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
大
規
模
水
田
で
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
装
備
し
た
８
条
植
え
田
植
え
機
に
乗
っ
た
児
童
た
ち
は
、
苗
を
植
え
な
が
ら
長

い
直
線
距
離
を
真
直
ぐ
に
進
む

作
業
ス
ピ
ー
ド
に
驚
い
た
様
子

で
、「
速
度
が
速
く
機
械
は
自

動
走
行
で
す
ご
い
」「
揺
れ
て

少
し
怖
か
っ
た
」
な
ど
感
じ
た

ま
ま
を
話
し
合
っ
て
い
ま
し

た
。こ

の
日
作
付
け
し
た
苗
は
稲

発
酵
粗
飼
料
用
品
種
の
「
た
ち

あ
や
か
」
で
、
収
穫
後
は
畜
産

農
家
と
の
耕
畜
連
携
の
取
り
組

み
に
よ
っ
て
管
内
の
牛
の
餌
と

し
て
届
け
ら
れ
ま
す
。

「
担
い
手
確
保
を
目
的
と
し

た
圃
場
整
備
事
業
や
ス
マ
ー
ト

農
業
等
の
導
入
で
、
作
業
効
率

の
改
善
な
ど
子
ど
も
た
ち
に
将

来
の
水
田
農
業
の
可
能
性
を
感

じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
糸
賀
さ

ん
は
語
り
ま
す
。

益
田
東
部
農
地
開
発
営
農
組
合
（
大
畑
輝
美
組
合
長
）
は
５
月
12

日
、
益
田
市
遠
田
町
の
安
田
公
民
館
に
お
い
て
令
和
５
年
通
常
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
大
畑
組
合
長
は
「
異
常
気
象
や
資
材
費
の
高
騰
な
ど
、
い

ま
だ
農
業
生
産
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
が
助
け
合
っ
て
頑
張
っ

て
い
こ
う
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。
大

畑
組
合
長
が
議
長

を
務
め
、
令
和
５

年
の
活
動
報
告
・

令
和
６
年
の
活
動

計
画
等
に
つ
い
て

審
議
し
、
全
て
の

議
案
を
可
決
承
認

し
ま
し
た
。

出
席
組
合
員
か

ら
は
有
害
鳥
獣
対

策
の
取
り
組
み
に

対
し
、
熊
に
よ
る

人
的
被
害
等
の
事

前
防
止
に
つ
い
て

も
何
ら
か
の
対
策

が
必
要
と
す
る
意

見
が
あ
り
ま
し

た
。
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Ｊ
Ａ
―
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
２
０
２
３　

～
Ｊ
Ａ
10
年
、
Ｌ
Ａ
30
年　

こ
れ
か
ら
も
地
域
と
と
も
に
～

Ｊ
Ａ
共
済
合
同
表
彰
・
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
信
用
事
業
優
績
表
彰
式

令
和
５
年
度
共
済
・
信
用
事
業
優
績
表
彰
式
が
４
月
26
日
、
大

社
町
「
大
社
文
化
プ
レ
イ
ス
う
ら
ら
館
」
で
開
催
さ
れ
、
西
い
わ

み
地
区
本
部
か
ら
も
共
済
・
信
用
業
務
の
担
当
職
員
が
出
席
し
優

秀
な
成
績
を
挙
げ
た
職
員
・
店
舗
に
対
し
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
受
賞
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
令
和
５
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
優
績
表
彰
】

〇
新
人
Ｌ
Ａ
賞
〈
専
任
Ｌ
Ａ
〉　

　

大
畑
孝
介
職
員
（
益
田
東
支
店
）

【
令
和
５
年
度
信
用
事
業
表
彰
】

〇
渉
外
奨
励
優
績
者
表
彰　

　

複
合
渉
外
の
部
第
１
位　

三
浦
由
香
職
員
（
西
益
田
支
店
）

〇
店
舗
競
励
優
績
店
舗
表
彰

　

決
済
部
門
第
３
位　

益
田
中
央
支
店

　

運
用
部
門
第
７
位　

益
田
中
央
支
店

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
10
年
、
ラ
イ

フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
30
年

の
節
目
と
な
っ
た
今
年
の
大

会
は
、
プ
ロ
野
球
選
手
と
し

て
活
躍
し
た
鳥
谷
敬
氏
（
元

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
・
千
葉

ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
）
に
よ

る
「
夢
へ
の
挑
戦
」
～
目
標

達
成
の
た
め
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
～
と
題
し
た
記
念
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

益
田
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
春
の
感
謝
祭

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
益
田
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
４
月
26
日
・
27
日
の
両
日
、

春
の
大
感
謝
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

既
に
春
の
農
作
業
が
本
格
化
し
た

地
区
も
あ
り
水
稲
肥
料
・
農
薬
等
を

購
入
さ
れ
る
方
や
、
家
庭
菜
園
の
野

菜
や
花
の
苗
を
買
い
求
め
る
来
場
者

で
早
朝
か
ら
会
場
内
が
混
雑
す
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
般
的
な
夏

野
菜
苗
（
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ナ
ス
・

ス
イ
カ
・
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
）
に
合
わ
せ
、

レ
タ
ス
・
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
と
い
っ
た
葉

物
の
プ
ラ
グ
苗
も
安
価
で
販
売
し
、

来
場
さ
れ
た
方
に
喜
ん
で
購
入
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
農
島
根
農
機
サ
ポ
ー
ト
㈱
西
い

わ
み
営
業
所
も
農
機
具
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
管
理
機
や
刈
払
機
な

ど
小
型
機
械
を
展
示
し
、
機
械
の
説

明
に
合
わ
せ
本
格
的
に
始
ま
る
農
作

業
で
の
事
故
や
、
機
械
の
点
検
時
に

起
こ
り
が
ち
な
「
つ
い
う
っ
か
り
」

に
つ
い
て
注
意
喚
起
を
促
し
て
い
ま

し
た
。
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
は
５
月
25
日
、
益
田
市
元
町
の
益

田
市
立
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
令
和
６
年
度
第
１
回
目
の
全
役
職
員

会
議
を
行
い
ま
し
た
。

田
村
清
己
本
部
長
の
開
会
の
挨
拶
に
続
い
て
、
永
年
勤
続
者
表
彰
と

令
和
５
年
度
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
信
用
・
共
済
事
業
優
績
者
表
彰
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
受
賞
者
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
令
和
５
年
度
の
損
益
概
況
等
事
業
実
績
及
び
令
和
６
年
度
収
支
計
画
に
関
す
る
説
明
を

行
っ
た
後
、
職
場
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
内
部
通
報
制
度
（
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
）
の

適
正
な
活
用
、
留
意
す
べ
き
接
遇
マ
ナ
ー
等
、
令
和
６
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
資
料
内
容
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
中
村
力
理
事
が
閉
会
の

挨
拶
を
行
い
、
全
役
職
員
会
議
の

全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
６
年
度
第
１
回
全
役
職
員
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

【永年勤続者表彰】
氏　名 部　署 勤続年数

川上　幸夫 津和野経済センター

30年
大井　将貴 営農経済部米穀課
大谷　晋二 営農経済部西部畜産課
川本　　泉 本店 共済部共済事務指導課
濱田　三郎 いわみ中央地区本部 浜田西支店
齋藤　一貴 営農経済部営農企画課 20年
坂崎　弘樹 西いわみ統括支店ローンセンター

10年下瀬　将司 営農経済部西部畜産課
尾崎　勝則 営農経済部米穀課

【令和５年度ＪＡしまね信用・共済事業優績者表彰】
店舗競励　優績店舗表彰
　決済部門　第３位
　運用部門　第７位

益田中央支店

渉外奨励優績者表彰 第１位 三浦　由香 西益田支店
優績ＬＡ表彰 新人ＬＡ賞 大畑　孝介 益田東支店

佐さ

さ々

木き　
　
　

遥
は
る
か

【
西
益
田
支
店
金
融
共
済
課
】

辻つ
じ　

野の　

捺な
つ　

看み

【
益
田
中
央
支
店
金
融
共
済
課
】

大お
お　

谷た
に　

 　
　

萌も
え

【
日
原
支
店
金
融
共
済
課
】

池い
け　

野の　

那な　

瑚こ　

【
益
田
東
支
店
金
融
共
済
課
】

熊く
ま　

谷が
い　

舞ま
い　

花か

【
津
和
野
支
店
金
融
共
済
課
】

右み
ぎ　

田た　

隼し
ゅ
ん　

大た

【
営
農
経
済
部
指
導
販
売
課
】

こ
の
度
、
６
月
１
日
付
で
正
式
に
そ
れ
ぞ
れ
の

部
署
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
を
目
指
し

て
頑
張
り
ま
す
。

令
和
６
年
４
月
１
日
付
で
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
に

令
和
６
年
４
月
１
日
付
で
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
に

入
組
し
た
新
入
職
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

入
組
し
た
新
入
職
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
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稼
働
開
始
か
ら
１
年　

移
動
ス
ー
パ
ー
「
と
く
し
丸
」

昨
年
５
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
移
動
ス
ー
パ
ー
と
く
し
丸
は
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
に
満
杯
の
Ａ
コ
ー
プ
商
品
を
ス
ー
パ
ー
形
式
に
陳
列
し
、
益
田
市
内
の
訪
問
先
に

曜
日
を
決
め
て
立
ち
寄
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
を
始
め
て
１
年
に
な
る
和
井
元
隆
さ
ん
は
「
始
め
た
１
年
前
に
比
べ
て

車
載
品
数
も
増
え
て
、
１
人
あ
た
り
の
購
入
単
価
も
確
実
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。
立

ち
寄
り
先
で
い
つ
も
見
か
け
る
顔
が
見
ら
れ
な
い
時
は
『
ど
う
さ
れ
た
の
か
な
』
な

ど
と
思
っ
た
り
し
ま
す
」
と
話
し
、
Ｊ
Ａ
職
員
時
代
に
身
に
つ
い
た
「
信
用
第
一
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
休
ま
ず
走
り
続
け
た
成
果
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

晴
天
の
こ
の
日
は
木
曜
日
、
行
先
は
益
田
市
内
の
西
部
（
小
野
・
中
西
）
方
面
、

遠
田
町
の
Ａ
コ
ー
プ
ラ
ポ
で
商
品
を
積
み
込
ん
で
午
前
10
時
頃
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。目

的
地
に
近
づ
く
と
お
馴
染
み
の
音
楽
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
少
し
上
げ
、
と
く
し
丸

の
訪
問
を
告
げ
る
と
自
宅
か
ら
出
て
こ
ら
れ
た
方
や
、
待
ち
構
え
て
い
た
皆
さ
ん
は

備
え
付
け
の
カ
ゴ
を
手
に
車
を
囲
む
よ
う
に
し
て
買
い
物
を
始
め
て
い
ま
し
た
。

買
い
物
中
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
昨
年
始
ま
っ
て
か
ら
ず
ー
っ
と
利
用
し
て
い
て
大

変
あ
り
が
た
い
」「
毎
回
利
用
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
話
し
な
が
ら
買
い
物
を
し

て
い
る
と
『
こ
の
前
買
っ
た
こ
れ
美
味
し
か
っ
た
よ
』
な
ど
調
理
方
法
ま
で
教
え
て

も
ら
え
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
」「
年
齢
を
重
ね
段
々
と
出
か
け
る
機
会
が
少
な
く

な
り
、
駄
菓
子
な
ど
『
ち
ょ
っ
と
買
い
た
い
』
買
い
物
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
い
っ
た
声
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
待
つ
間
が
団
ら
ん
の
時
間
と
な
っ

て
い
る
地
区
も
あ
り
、
と
く
し
丸
は
近
所
同
士
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
づ
く
り
に
も
貢

献
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

和
井
元
さ
ん
の
立
ち
寄
り
先
（
開
店
場
所
）
は
、
曜
日
で
異
な
る
も
の
の
平
均
で

１
日
20
カ
所
に
及
び
、
午
前
10
時
の
出
発
か
ら
夕
方
Ａ
コ
ー
プ
ラ
ポ
帰
着
ま
で
、
昼

食
の
時
間
も
惜
し
む
分
刻
み
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
待
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
皆
さ
ん
の
も
と
へ
向
け
毎
日
愛
車
を
走
ら
せ
て
い
ま
す
。

毎週の訪問を心待ちにしていただいています。沢山のお買い上げありがとうございます。
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幼穂長 出穂前日数
0.5㎜ 26日前
2.0㎜ 20日前
5.0㎜ 18日前
10.0㎜ 15日前

水
稲
穂
肥
講
習
会
資
料

水
　
稲

Ｊ
Ａ
し
ま
ね　

西
い
わ
み
地
区
本
部　

営
農
経
済
部　

米
穀
課

島
根
県
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー　

益
田
事
務
所

一
等
米
比
率
を
高
め
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

１　

適
切
な
穂
肥
時
期
と
施
用
量
の
判
定

⇒

過
剰
施
用
は
籾
数
過
多
の
原
因
と
な
る

の
で
注
意
！

２　

適
切
な
水
管
理

⇒

間
断
潅
水
を
行
い
、
充
実
の
良
い
良
質

米
生
産
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

３　

カ
メ
ム
シ
対
策
の
徹
底

⇒

出
穂
10
日
前
ま
で
の
草
刈
り
と
出
穂
後

の
防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
！

４　

適
期
刈
り
取
り
の
励
行

⇒

刈
遅
れ
に
よ
る
乳
白
・
胴
割
粒
の
発
生

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

１　
適
正
な
穂
肥
時
期
と
施
用
量
の
判
定

	

籾
数
を
抑
え
て
栄
養
不
足
の
米
（
乳
白
・
基

部
未
熟
）
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
！

⑴
出
穂
期
の
予
測

	

（
出
穂
期･･･

圃
場
全
体
の
40
～
50
％
が
出

穂
し
た
時
期
）

	

圃
場
中
央
の
平
均
的
な
株
か
ら
大
き
な
茎

を
抜
き
取
り
、
幼
穂
の
長
さ
を
測
る
。

〇生育時期と穂肥の効果
施肥時期 穂肥の効果

出　
穂

25
日
前

有効茎歩合を高める。一穂籾数を増加させる。
止葉、下の節間が伸びる時期なので倒伏の危
険性が増える。
⇒コシヒカリではこの時期の穂肥は行わない
ようにする。

出　
穂

18
日
前

籾の退化を防止し、籾数の確保を図る。籾殻
を大きくする。
下の節間の伸びは止まっているので、倒伏の
心配も少ない。
⇒穂肥時期の本番

出　
穂

10
日
前

米粒を太らせ、千粒重を増加させる。穂揃い
をよくする。
穂ばらみ最盛期の時期。
⇒この時期にムラ直しを行う。

⑵
穂
肥
施
用
量
の
判
定

〇
茎
数
と
葉
色
の
判
定

出
穂
25
日
前
（
幼
穂
長
０
・
５
㎜
の
頃
）

の
茎
数
と
葉
色
を
調
べ
る
。

茎
数
が
多
い
場
合
や
葉
色
が
濃
い
場
合

は
、
施
用
時
期
を
遅
ら
せ
る
か
控
え
る
。

２　

適
切
な
水
管
理

早
期
落
水
は
乳
白
粒
や
基
部
未
熟
粒
、
胴

割
粒
の
発
生
要
因
と
な
る
の
で
注
意
！

出
穂
後
25
日
間
は
間
断
潅
水
を
行
い
、
水

不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
！

⑴
中
干
し
終
了
後
～
穂
ば
ら
み
期⇒

間
断

潅
水

⑵
穂
ば
ら
み
期
～
穂
揃
い
期⇒

湛
水
状
態

（
田
に
水
分
が
あ
る
状
態
を
保
つ
）

⑶
出
穂
後
25
日
間⇒
間
断
潅
水
（
米
の
形

が
決
ま
る
の
は
出
穂
後
25
日
頃
）

品種名 １株茎数 葉　　色 穂肥の時期と量のめやす

コ
シ
ヒ
カ
リ

20本以上
濃い（５以上） 施用しない

やや濃い（４～4.5） 出穂15日前に７㎏
淡い（3.5以下） １回目:出穂20～18日前に７㎏

２回目:出穂10日前に７㎏

20本未満

濃い（５以上） 出穂15日前に７㎏
やや濃い（４～4.5） １回目:出穂20～18日前に７㎏

２回目:出穂10日前に７㎏
淡い（3.5以下） １回目:出穂20～18日前に10㎏

２回目:出穂10日前に10㎏
き
ぬ
む
す
め

濃い（５以上） 出穂15日前に10㎏
やや濃い（4.5以上） １回目:出穂20日前に７㎏

２回目:出穂10日前に15㎏
淡い（４以上） １回目:出穂20日前に15㎏

２回目:出穂10日前に15㎏
※葉色の数字はカラースケール値

〇出穂前日数の判定

〇穂肥時期と量のめやす

３　

カ
メ
ム
シ
対
策
の
徹
底

　
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
斑
点
米
は
、
１
、０
０
０
粒

中
に
２
粒（
０・２
％
）以
上
あ
れ
ば
等
級
低
下
。

⑴
イ
ネ
科
雑
草
の
除
草
（
出
穂
10
日
前
ま
で

に
刈
り
終
わ
る
こ
と
が
重
要
）

草
刈
り
を
行
う
こ
と
で
水
田
周
辺
か
ら
エ

サ
と
な
る
植
物
を
減
ら
す
こ
と
が
重
要
。

一
斉
草
刈
り
、
一
斉
防
除
等
の
集
団
的
な

取
り
組
み
が
よ
り
効
果
的
。

一
斉
草
刈
運
動⇒

７
月
上
旬
～
７
月
中
旬

⑵
水
田
で
の
防
除

斑
点
米
を
防
ぐ
に
は
乳
熟
期
～
糊
熟
期
の

防
除
が
重
要
。

適
切
な
防
除
を
行
え
ば
、
農
薬
の
効
果
は

十
分
得
ら
れ
る
。

４　

適
期
刈
り
取
り
の
励
行

刈
遅
れ
に
な
る
と
乳
白
や
胴
割
粒
が
増
え
る

ほ
か
、
玄
米
の
ツ
ヤ
が
な
く
な
る
。

品
質
面
で
は
、
刈
遅
れ
に
な
る
よ
り
早
刈
り
が
品

質
が
良
く
な
る
。

〇防除体系（基本）

〇防除体系（粒剤）

薬　剤　名 適用病害虫名 使　用　量 使用時期
ビームトレボン
粉剤５DL

いもち病 ３～４kg/10a 収穫７日前までカメムシ類 ４kg/10a
スタークル粉剤DL カメムシ類 3kg/10a 収穫７日前まで

薬　剤　名 適用病害虫名 使　用　量 使用時期

コラトップ粒剤５ いもち病 ３～４kg/ １０a
穂いもちに対し
ては、出穂30日
前～５日前まで

リンバー粒剤 紋枯病 ３～４kg/ １０a 収穫30日前まで
スタークル粒剤 カメムシ類 3kg/10a 収穫７日前まで

※農薬の使用に当っては、使用方法を確認し、誤
使用しないようにしましょう！

※	病害虫は主要なもののみを記載しています。その
他の病害虫は各農薬の適用表を参照してください。

※	5月21日 農林水産省 農薬登録情報提供システ
ムにより確認
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月 日 時 間 地 区 場　　所

7月2日
（火）

9：30～ 美　濃 美濃公民館
11：00～ 二　条 二条事務所会議室
13：30～ 中　西 中西事業所会議室

7月3日
（水）

10：00～ 益田東 益田東支店２階会議室
　9：00～ 津和野 山下倉庫前
10：30～ 津和野 倉増氏圃場前
13：30～ 日　原 日原コイン精米所前

7月4日
（木）

10：00～ 美　都 美都事業所会議室
13：30～ 真　砂 真砂事務所
9：30～ 六日市 六日市カントリーエレベーター
10：00～ 柿　木 白谷公民館
11：00～ 六日市 朝倉東営農組合作業場
13：30～ 六日市 広石上集落営農組合作業場
13：30～ 六日市 樋口地区集会所前

7月5日
（金）

9：30～ 西益田 小俣賀ゲートボール場
11：00～ 西益田 白岩多目的集落センター
13：30～ 西益田 向横田　椋木氏ハウス付近
15：00～ 西益田 大滝集会所前

令和6年産米  穂肥講習会スケジュール

畜
　
産

5月西部子牛市場成績（税込）� （単位：円・㎏）

市町村 性別 頭数 最　高 最　低 平　均 平均体重

益 田 市
（益　田）

雌 30 583,000 268,400 470,727 302
去勢 49 787,600 114,400 547,508 333
計 79 517,976 321

益 田 市
（美　都）

雌 １ 451,000 451,000 287
去勢 １ 313,500 313,500 344
計 ２ 382,250 316

益 田 市
（匹　見）

雌 ０
去勢 １ 525,800 525,800 316
計 １ 525,800 316

津和野町
（津和野）

雌 ２ 517,000 500,500 508,750 281
去勢 ２ 512,600 507,100 509,850 302
計 ４ 509,300 291

津和野町
（日　原）

雌 10 532,400 422,400 467,390 286
去勢 ６ 630,300 458,700 532,583 312
計 16 491,838 296

吉 賀 町
（柿　木）

雌 ２ 453,200 347,600 400,400 314
去勢 ２ 521,400 218,900 370,150 324
計 ４ 385,275 319

吉 賀 町
（六日市）

雌 ０
去勢 ２ 425,700 363,000 394,350 307
計 ２ 394,350 307

西部市場
総合計

雌 61 583,000 268,400 447,664 295
去勢 83 787,600 114,400 511,977 326
計 144 484,733 313

5
月
の
子
牛
市
場

　
５
月
14
日
㈫
に
雌
61
頭
、
去
勢
83
頭
、
計
１
４
４
頭
の
上
場
に
よ
り
、
今
年
度
最
初
の
西

部
家
畜
市
場
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
か
ら
全
国
的
に
市
場
価
格
が
下
落
傾
向
で
あ
っ
た

た
め
、
上
場
牛
に
バ
ラ
ツ
キ
が
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
平
均
価
格
で
雌
４
４
８
千
円
（
前
回

比
96
％
）、
去
勢
５
１
２
千
円
（
前
回
比
83
％
）、
計
４
８
５
千
円
（
前
回
比
88
％
）
と
、
特

に
去
勢
は
前
月
比
１
０
０
千
円
安
と
大
幅
に
下
落
し
、
平
均
価
格
は
前
月
比
65
千
円
安
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
後
も
購
買
者
に
支
持
さ
れ
る
よ
う
①
発
育
良
好
な
牛
、
②
肋
張
り
の
良
い
牛
、
③
肢
蹄

の
し
っ
か
り
し
た
牛
を
目
指
し
て
「
子
牛
飼
い
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
実
践
に
努
め
て
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
、
次
回
の
市
場
開
設
日
は
７
月
16
日
㈫
、
セ
リ
開
始
時
間
は
９
時
30
分
か
ら
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
出
荷
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
対
象
牛
に
事
故
（
疾
病
）
等
無
い
よ
う
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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処理物の分別方法処理物の分別方法（分別にご協力お願い致します）（分別にご協力お願い致します）

肥料袋・飼料等
のポリ袋

農業用フィルム
（農ポリ）

農業用フィルム
（農ビ）

あぜ波板・
育苗箱等

○肥料・飼料等の
　ポリ袋
○農業用ポリエチレン
フィルム（農ポリ）
○農業用塩化ビニール
フィルム（農ビ）
○あぜ波板・
	 育苗箱　等

JAしまね 西いわみ地区本部農業用廃プラスチックの回収について

※委任状を書いていただきますので、必ず印鑑（引落しを行う通帳のもの）をお持ちください。処理経費（110円（税込）/㎏程度）については、回収実績（重量）に応じて、後日請求いたします。

島根県農業協同組合 西いわみ地区本部・石西地域農業用廃プラスチック適正処理推進協議会

回収実施日・時間 回収指定場所

令和
６年７月９日㈫
午前9：00～午前11：30

津 和 野 町
Ｊ Ａ 津 和 野 経 済 セ ン タ ー
Ｊ Ａ（旧） 山 下 出 張 所
Ｊ Ａ 日 原 支 店

吉 賀 町 Ｊ Ａ 柿 木 事 業 所
Ｊ Ａ 六 日 市 支 店

令和
６年７月23日㈫
午前9：00～午前11：30

益 田 市

Ｊ Ａ 営 農 指 導 セ ン タ ー
河 成 集 荷 場
益 田 開 発 研 修 セ ン タ ー
Ｊ Ａ 美 都 事 業 所
Ｊ Ａ 匹 見 事 業 所

回収対象物回収対象物

処理都合上、紙製品は回収できません。入れ物として持って来られた場合でも、
中身を出してお持ち帰り頂きますのでご理解ご協力お願い致します。

荷造りに荷造りに
あたってあたって
の注意点の注意点

回収できない回収できない
ものについてものについて

荷造りは、処理の際に取扱いやすいよう、10ｋｇ程度の大きさにし、縛って下さい。

益田グリーンセンター
売り出し+30周年記念

を行います！！

益田グリーンセンター
売り出し+30周年記念

を行います！！

益田グリーンセンター
売り出し+30周年記念

を行います！！

肥料・防獣対策・農薬・除草剤

大売り出し
肥料・防獣対策・農薬・除草剤

大売り出し
夏物商品など様々な商品を取り揃えてお待ちしております

７/１9金　・20土日時 ９：00～
１7：00

９：00～
１6：00

棚卸につき店舗休業棚卸につき店舗休業のお知らせのお知らせ

・益田グリーンセンター

・グリーンセンターひまわり・グリーンセンターしろやま
・柿木事業所・六日市グリーンセンター

6/306/30㈰㈰
6/286/28㈮㈮

下記の店舗での休業をご案内いたします。
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年金定期便、年金手帳、印鑑、裁定請求書、年金証書等をお持ちいただくと、より具体的な相談ができます。はじ
めての方や、現在受けている年金に疑問をお持ちの方もお気軽に相談でき、秘密は固く守られます。ぜひ会場にお
越しください。

西いわみ地区本部 西いわみ統括支店 金融課
年金相談センター（0856-22-8680）は、
平日（8:45～17:00）いつでもご相談いただけます。

７月の無料年金相談会～お気軽にご相談を～

７月の年金相談会

７月18日（木）六日市支店
10：00～19：00　JA年金相談員※日程・社会保険労務士は変更になる場合があります。
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●葉書に　川柳、住所、氏名、電話番号をご記入ください。●締切　令和６年７月15日（当日消印有効）
●あて先　〒698-0024　益田市駅前町15-1　JAしまね 西いわみ地区本部 企画総務部 総務ふれあい課

川　　柳
応募方法

益 田 市農業再生協議会事務局（市農林水産課内）	 ☎0856-31-0316　〒698-8650 益 田 市 常 盤 町1-1
津和野町農業再生協議会事務局（津和野町役場農林課内）	☎0856-72-0653　〒699-5605 鹿足郡津和野町後田ロ64-6
吉 賀 町農業再生協議会事務局（吉賀町役場柿木庁舎産業課内）	☎0856-79-2213　〒699-5301 鹿足郡吉賀町柿木500-1

□　�経営所得安定対策では、担い手農家の経営の安定に資するよ
う、諸外国との生産条件の格差から生ずる不利を補正する交付
金（ゲタ対策）と、農業者の拠出を前提とした農業経営のセー
フティネット対策（ナラシ対策）を実施しています。

□　�さらに、飼料用米、麦、大豆など戦略作物の本作化とともに、
地域の特色を活かした魅力的な産地づくり、高収益作物の導入・
定着等を進め、水田のフル活用を図る水田活用の直接支払交付
金を実施しています。

令和６年度 経営所得安定対策等交付金の
申請はお済みでしょうか？

申請に必要な書類
①経営所得安定対策等交付金申請書
②令和６年産水稲生産実施計画書（本人控え）
③交付金振込先の通帳の写し

◎提出先・問い合わせ先／お近くの地域農業再生協議会まで、お気軽に問い合わせください。

申請受付期間
令和６年４月下旬ごろ～
令和６年６月28日㈮※必着
※�提出期限は、各地域農業再生協議会で異なり
ますのでご確認ください。



農業者と女性部のための”特別な健診”

農業者・女性部健診のご案内
年に一回の健診・がん検診を“まとめて受診”していただけます

担い手人間ドックのご案内

農業者と女性部のための”特別な健診”

農業者・女性部健診のご案内

“生活習慣病” や” がん” は
自覚症状がないまま
進行することもあります。
ご自身・大切な人のために
受診してみませんか。

日程・会場

日程・会場

対象者

受診料金

受診料金

9月24日（火）	津和野温泉なごみの里� 定員20名

9月25日（水）	ふれあいホールみと� 定員30名

11月29日（金）	JAしまね 旧中吉田出張所� 定員40名

9月24日（火）	津和野温泉なごみの里（津和野町）� 定員35名

11月28日（木）	JAしまね 旧中吉田出張所（益田市吉田）� 定員55名

農業に従事する方および家族／
女性部の加入者および家族

■Ａコース 6,000（税込）
円（通常23,850円）〈女性部会員5,500円〉

12,000（税込）
円（通常41,000円）

■Ｂコース 3,500（税込）
円（通常17,850円）〈女性部会員3,000円〉

オプション
検査

オプション検査

ヘリコバクター・ピロリ抗体検査� 2,000円（税込）
腹部エコー検査� 3,500円（税込）

ヘリコバクター・ピロリ抗体検査� 2,000円（税込）

最大17,850 円 OFF
（差額は JA・厚生連助成）

一般的な
健診（国保）

21 項目

農業者・女性部
健診（Aコース）

29 項目
毎年700 人以上が受診

（リピーター多数）

お得 充実 好評
受診特典

JAおさいふカード
70P付与

特別価格 

通常 41,000円から 
JA・厚生連助成 

12,000 円

短い受診時間 

お忙しい方に 
特におすすめ 

約 1 時間

充実の検査内容 

オプション検査もあり 

45 項目

受診しやすい時期 

一般的な農閑期
※一部 6～10月あり

11 月～2 月
受診特典

JAおさいふカード
120P 付与

肺疾患の 
早期発見 

胸部 CT 検査 
セット

※39歳以下の方は 
胸部X線検査 
となります 

申込方法
別紙の申込書をご記入の上、各支店または総務ふれあい課にご提出ください（FAX可）
（後日、受診時間等をお知らせします）

申込締切

7月12日（金）

申込方法
別紙の申込書をご記入の上、各支店または総務ふれあい課にご提出ください（FAX可）
（後日、受診時間等をお知らせします）

申込締切

7月5日（金）
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お問い合わせ

申込み等に
関すること

検査に
関することＪＡしまね 西いわみ地区本部

総務ふれあい課 TEL 0856-22-1589
ＪＡ島根厚生連
TEL 0853-31-4770
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島根県
西部農林水産
振興センター
からのお知らせ 初夏の熱中症にご注意！

●�令和５年の夏期（５～９月）に、田畑等での農作業中に熱中症で救急搬送された人は2013人と直近５年
で最多でした。まだ身体が暑さに慣れていない梅雨明け後に急増する傾向があります。
●�気象庁によると、今年も日本の多くの地域で例年より暑くなることが予想されており、熱中症警戒アラートに
注意する等、より一層の熱中症対策が必要です。

～熱中症にならないために～
①熱中症情報の確認
　・天気や気温を踏まえて、作業内容を考えましょう。
　・熱中症（特別）警戒アラートを確認しましょう。
②熱中症対策の実施
　・高温時の作業は避けましょう。
　・単独作業は避けましょう。
　・こまめに休憩＆水分補給しましょう。
③熱中症対策アイテムの活用
　・熱中症対策アイテムの活用も心がけましょう。熱中症のリスクを下げることができます！
④もし熱中症になってしまったら
　・熱中症の疑いを感じたら、すぐに「作業を中断」し、「応急処置」をしましょう！
　　【応急処置】　●涼しい環境へ避難　●衣服をゆるめ体を冷やす　●水分・塩分を補給
　・早い対処は快復への近道、疑いを感じたらすぐに対処しましょう。

参考元：農林水産省「熱中症対策研修テキスト」

島根県西部農林水産振興センター　益田事務所（TEL：0856-31-9616）

熱中症（特別）警戒
アラートはこちらから
環境省：熱中症予防情報サイト
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